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「新しい学校を考える会 Vol.3」 参加者の声              

2024.2.18(日) 13：00～16：00 なかまーる 2階    

参加人数 小学生 7名、中学生 4名、大人 17 名 合計 28名 

各テーブル４〜６名の子ども 2、大人 3 グループに分かれ、 

「実現するためにできることを話し合おう」をテーマとして、 

前回絞り込まれた「学校で大切にしたいこと」を実現するための提案書（下書き）を作成しました。 

〇どうして提案したいか 〇どうしたらできるか（具体的な内容・方法・課題）〇実現したらどんな良いことがある

か（メリット）をそれぞれ具体的に考え、最後に各グループの提案書を全体に発表し共有しました。 

皆さんが考えた提案書はなかまーる 2階のホールに展示しています。（白紙の提案書もありますので自由にご記

入下さい。） 

また、右のＵＲＬからもご覧いただけます。https://photos.app.goo.gl/DyieTHAWaGpz1RX8A 

以下、参加者からの感想・意見は新しい学校づくりの検討事項や次回の考える会の参考にご紹介いたします。 

ご参加の感想をお聞かせください。 次回の新しい学校を考える会 VOL.4 で話合いた

いテーマやアイディアがありましたらお聞かせください 

いつも大変な準備をしてくださりありがとうございます。

忙しさで新しい学校について考える時間が減って来て

しまう頃に開いてくださり、モチベーションを繋ぎ止めら

れています。校長先生が来てくださり、お話聞けたのが

よかったですが、現実はなかなか厳しく、最初からあま

り多くを求めても実現できないことは多いのかなぁと思

いました。自分で提案書を仕上げるのはなかなか難し

いですね。 

上位のみんなが外せないと思うものなど、テーマを絞っ

てみんなで 1 つの提案書を作って完成させたいです。

例えば、運動会についてや、校則についてなど。他の

班でお話しされたことももう少し聞きたいなと思ったりす

るので、テーマを絞ると各班の話し合いが短く済んで、

全体で話し合える時間も増えるんではないでしょうか。

給食のテーマが給食センターへの要望で終わってしまっ

ているのもきになります。子供たちにとっては重要な項

目だと思うので、センターで簡単には実現しなそうなも

のは別の方法を考える必要があると思います。 

語学力アップを目指し、子供達の交流の場を多く用

意する。円安のため、日本来てもらい 2月スキー等を

取り入れた交流をまず考えてみてはどうでしょうか。 

〇記憶力中心の学力から生きることに喜びを感じるこ

との出来る、自己発見につながる学習と変わってほし

い。 

◎登校拒否(いじめ)の早期発見、親子(尊敬の隠し

味)と先生の本音の会話が必要と思われます。先生

にも失礼とは思いますが、心理学、哲学の面からみる

と大衆の前では建前で良いと思いますが、他の場合

は本音が必要。 子供は見抜いています。 

親と子が共に育つ家庭、先生と生徒が共に育つ学校 

こんな学校を社会は期待していると思われます。 

社会の変化を見抜いて、変化に対応できるような家

庭と学校の二人三脚、結果が楽しみですね。 

https://photos.app.goo.gl/DyieTHAWaGpz1RX8A


2 

 

 

 

 

 
 

 

 

           

作成された提案書を幾つかまとめて発表、となる段取

りだったがそれまでに内容を精査する時間（3分で

も）が欲しかった。 

発表内容の精度が上がると思います。 

毎回初参加の方々がいることを踏まえて、出来るだけ

前回までのアンケート結果（できれば議事録）などご

覧のうえお越しください、とチラシに載せるなどインフォ

（QR コード）、しておくべき。 

内容を共有した上で会をスタートさせた方がより良い

会になるとおもう。 

いつもご準備、そして実施後のアンケートのまとめや張り出し等、一つ一つ細やかに動いてくださりありがとうござ

います。 

まとめられたものは時間を見つけて見てこようと思います。 

当日、校長先生がいらっしゃって授業時数のお話をしてくださいましたが、学校は何に縛られているのか、どうして

も外せない事は何かを聞けてとても良かったと思いました。 

しかし、それとともに公立でより自由に教育を行っている現場では、その制限はどんな風にクリアしているのかな？

とも思いました。 

その他、校長先生と立ち話のような形で聞いたのですが、校長といえど先生たちに「こうしなさい」という命令する

ような事は言えない、という事を話されていました。 

それは大きな指針はあるものの、実際の授業に関することは先生たちの裁量に任されているということだとおもい

ますが、では先生たちに火をつけるにはどのようにしたら良いのか、校長先生も交えてお話したいなぁと思いまし

た。 

その他、校長先生もいろいろとどうにかならないか行動されているのをお聞きし、それだけでも保護者の方々は安

心するような気がしました。 

学校の先生たちは自分の授業や目の前にいる生徒のことで大変で、なかなか新しい事を企画して実行してみ

るというところに手が回らないのだろうなと思います。 

中富良野町には人材バンクなるものがありますが、教育者も利用できるような「こんなこと手伝えますよ」みたい

な情報を集めて、先生たちの負担を減らしながら地域の人が学校に関わるような動きができないだろうか？と思

いました。 

学校を通して少しでも地域も活発になったらいいな✨ 

☆次回、新しい学校を考える会 Vol.4 は 

2024 年 3月 20 日（水・祝）13:00～16：00 

なかまーる 1階健康ホールで開催予定です 

 

 ご参加お待ちしております 

 
新しい学校を考える会 なかふらの 

 


